
令和６年度 自己評価・学校関係者評価報告書
学校法人善永学園

光輪幼稚園

１．本園の教育目標

感謝と思いやりを育てる教育（まことの保育）

２．本年度重点的に取り組む目標・計画

伝統を大切にするとともに、今の時代に即した教育や対応を学び、実践できるように

取り組む

３．評価項目の達成及び取り組み状況

※評価 A:達成している B:一部達成している C:一部改善を要する D:改善を要する

評価項目 評価 取り組み状況・結果

園の教育理念 A 園の教育理念を理解し、教育方針にも自分の明確な教育観をも

（まことの保育） って行うことができた。

教育課程 A 幼児教育要領および園の教育方針「感謝と 思いやりを育てる

教育」を理解し実践することができた。

指導計画 A 園の教育理念を踏まえた上で指導計画を立てた。

日々の保育の記録を取り反省や検討をし、次の指導計画にいか

すことができた。

環境構成 A 幼児が安全で清潔な環境の中で心身ともに安定し、興味関心を

持って遊び込める環境づくりができた。

幼児理解 A １人１人の幼児の様子を観察、理解し、特別支援教育など特殊

な発達段階についても理解し、寄り添うよう努めた。

健康安全面 A 登園時に子どもたちひとりひとりの視診を徹底し、家庭との連

絡をするなど体調面の配慮に努めた。

保育態度 A 幼児と同じ目線にたってものを見つめ、幼児の思いに寄り添う

ことに努めた。幼児が自発的に活動できるような言葉がけや働

きかけに努めた。個性や性格、年齢や発達差に応じた関わり方

にも注視した。

学級経営 A 学級のことについても、担任以外の教職員とも情報交換できる

環境づくりを行った。教室の環境構成についても、日常的に点

検し安全な保育環境を維持できた。

研修研究 A 定期的に保育研修会に参加し、教員間で研究発表を実施した。

自分の得意分野だけでなく、不得意分野についても勉強が必要

と感じた。

資質向上 A 仕事の手順を考え、能率良く働くことに努めた。

仕事外でも社会に目を向け、専門知識や技能などを身につけよ

うと努力した。



保育管理 A 日々の保育や行事等の流れを考え、時間管理に努めた。

保護者との関係性 A 子どもの様子を正確に伝え、子育ての不安を理解し、子育て相

談にも応じることができた。学年だよりや連絡を通して、子ど

もたちの様子を知らせることができた。

地域との関わり B 幼小の連携や相互訪問など進学先の小学校と連携を密にとるこ

とができた。コロナ禍から地域との交流が少なくなってしまっ

た。（バザーの廃止など）

教員間の関わり A 報告・連絡・相談の徹底を図り園全体で情報共有するように努

めた。ティーム保育の先生と事前にカリキュラムを確認し、ス

ムーズに保育を進めた。

生活態度 A 挨拶など明るく親しみを込めて行った。

いつも感謝の気持ちを忘れないように努めた。

向上心 A どんなことでも前向きに行動し、苦手なことにも積極的に取り

組もうと努力できた。

情報活用 A インターネット等を利用し様々な情報を収集した。

４．幼稚園評価の具体的な目標の総合的な評価結果

・全職員が自己評価に取り組むことにより、自らの保育を振り返り様々な課題が見えてきた。

その課題を踏まえ、よりよい保育ができるように努力することを共通理解した。

５．今後取り組む課題

１．安心安全な保育環境づくり

教育課程に基づいた保育内容の明確化、保護者との連絡体制の工夫をより一層深める

２．教職員の連携により保育の質を高める

・担任、ティーム保育、事務全ての教職員の情報共有と伝達の徹底。

・子どもたちの個性を尊重しながら温かく接している姿勢や、子どもたち自身がのびのびと

活動できる園の雰囲気作りに努める

６．学校関係者の評価

本園における今年度の教育活動について、学校関係者より高い評価をいただきました、子どもた

ちひとりひとりの発達段階に応じた丁寧な保育の実践、職員間の連携体制、保護者との協力関係な

どが、日々の活動を通じて着実に成果を上げていることをご意見いただいております。


